















学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
















































しての weak spot の寸法を大きくする、の 2 点から考察し、それをワイブル応力に組み入れることで、遅れ破壊
限界評価のための新しいパラメータを誘導した。なお、①と②のいずれの場合も、同じパラメータが導かれた。
(5)上記の新しいパラメータを用いることにより、試験片形状・寸法や応力集中、負荷応力が異なる場合でも、鋼材
の水素割れ限界を統一的に評価可能なことを示した。
以上のように本論文は、これまで十分に確立されていなかった水素割れ限界評価法に破壊力学的手法を導入し、水
素分布と応力分布の双方を組み入れることで、簡易な丸棒引張試験から遅れ破壊限界を材料特性として評価できるパ
ラメータの開発を行った。ここで提案された方法は、鉄塔や橋梁用などの高力ボ、ルトの設計、また、そのための材料
開発へと適用できることが期待され、構造強度評価工学、あるいは、構造・材料設計工学などの発展に寄与するとこ
ろが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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